
●
は
じ
め
に

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
東
ア
ジ

ア
で
は
、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
生
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
、
域
内
貿
易

が
急
速
に
拡
大
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
る
と
、
域
内
諸
国
が
積
極

的
に
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
経

済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
締
結
す
る

よ
う
に
な
り
、「
制
度
的
統
合
」
が
進

展
し
た
。
本
特
集
号
で
述
べ
る
よ
う

に
、
東
ア
ジ
ア
統
合
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
進
む
世
界
経
済
の
な
か
で
東
ア
ジ

ア
諸
国
が
持
続
的
に
成
長
す
る
た
め
に

不
可
欠
な
要
件
で
あ
る
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
に
よ
る
国
内
市
場
縮
小
な
ど
の

課
題
を
抱
え
る
我
が
国
に
と
っ
て
、
経

済
統
合
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
活
力

を
取
り
込
む
絶
好
の
機
会
と
な
ろ
う
⑴

。

●
事
実
上
の
統
合
の
進
捗

　

東
ア
ジ
ア
の
域
内
貿
易
比
率
は
一
九

八
〇
年
代
後
半
か
ら
上
昇
し
始
め
、
二

〇
一
〇
年
に
は
五
〇
％
に
達
し
た
。
そ

の
結
果
、
域
内
貿
易
比
率
で
み
る
限

り
、
東
ア
ジ
ア
の
域
内
統
合
は
Ｅ
Ｕ

（
六
一
％
）
の
水
準
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
三
九
％
）
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
と
連

動
し
て
、
我
が
国
の
貿
易
構
造
に
お
い

て
も
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
た
。
例
え

ば
、
一
九
九
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
、
ド

イ
ツ
な
ど
欧
米
諸
国
が
我
が
国
の
輸
出

先
と
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
た

が
、
二
〇
一
〇
年
に
は
ア
メ
リ
カ
に
代

わ
っ
て
中
国
が
最
大
の
輸
出
相
手
国
に

な
り
、
そ
の
他
の
輸
出
相
手
国
を
み
る

と
、
韓
国
、
台
湾
、
香
港
、
タ
イ
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
二

〇
一
〇
年
）
の
順
に
な
っ
て
お
り
、
東

ア
ジ
ア
諸
国
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
東
ア
ジ
ア
で
は

域
内
諸
国
の
相
互
依
存
関
係
が
深
ま

り
、
経
済
統
合
が
進
展
し
て
い
る
。
し

か
し
制
度
面
を
み
る
と
、
経
済
規
模
に

お
い
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る
北
東
ア

ジ
ア
諸
国
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締
結
さ
れ

て
お
ら
ず
「
制
度
的
統
合
」
が
遅
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
東
ア
ジ
ア
で
「
事
実
上
の
統
合
」

が
進
展
し
、
域
内
貿
易
比
率
が
高
ま
っ

た
の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
実
上
の
統
合
が
進
展
し
た
要
因

と
し
て
は
⑴
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て

東
ア
ジ
ア
市
場
は
地
理
的
に
近
く
、
生

産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
と
も
な

い
、
物
流
や
人
の
移
動
に
お
け
る
地
理

的
近
接
性
の
重
要
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ

た
、
⑵
中
国
を
中
心
と
す
る
急
速
な
経

済
成
長
に
よ
っ
て
世
界
に
占
め
る
東
ア

ジ
ア
市
場
の
シ
ェ
ア
が
高
ま
っ
た
、
⑶

関
税
・
非
関
税
障
壁
の
削
減
、
輸
送
・

通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
よ
っ
て
東
ア

ジ
ア
域
内
の
貿
易
費
用
や
移
動
費
用
が

低
下
し
た
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
特

に
⑴
に
関
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

よ
っ
て
世
界
は
フ
ラ
ッ
ト
に
な
り
地
理

的
近
接
性
の
持
つ
意
味
合
い
が
薄
れ
た

と
い
う
通
説
と
は
正
反
対
の
結
論
で
あ

り
、
興
味
深
い
。
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
短
縮

化
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
導
入
に
よ
る
生
産
と
供
給
の
リ
ー

ド
タ
イ
ム
の
短
縮
化
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

●�

雁
行
型
発
展
と

生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

　

東
ア
ジ
ア
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る

と
、
各
国
の
経
済
発
展
戦
略
が
輸
入
代

替
型
か
ら
輸
出
志
向
型
、
あ
る
い
は
計

画
経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
と
転
換
し
た

こ
と
が
重
要
な
契
機
と
な
っ
た
。
よ
り

詳
細
に
み
る
と
、
当
初
か
ら
輸
出
指
向

型
で
あ
っ
た
香
港
を
除
く
と
、
一
九
五

〇
年
代
末
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け

て
韓
国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど

の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
（
新
興
工
業
経
済
地
域
）

が
輸
出
志
向
型
に
移
行
し
た
。
続
い
て

一
九
七
〇
年
代
、
一
九
八
〇
年
代
に
マ

レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

が
輸
出
志
向
型
に
転
換
し
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
に
は
中
国
や
後
発
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
（
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ラ
オ
ス
、
ミ
ヤ
ン
マ
ー
）
に
お
い
て
市

特
集
に
あ
た
っ
て

特 集
東アジア統合の
理論的背景

黒
岩
郁
雄
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場
経
済
化
が
進
ん
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
開
発
政
策
の
転
換
に

よ
っ
て
後
発
国
が
閉
鎖
経
済
体
系
か
ら

開
放
経
済
体
系
に
移
行
し
た
結
果
、
賃

金
上
昇
に
よ
り
先
発
国
で
は
採
算
が
取

れ
な
く
な
っ
た
産
業
（
あ
る
い
は
生
産

工
程
）
が
後
発
国
に
向
け
て
移
転
し

た
。
ま
た
そ
の
過
程
に
お
い
て
後
発
国

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
（
＝
「
雁
行
型
発

展
」）
が
進
む
と
と
も
に
、
後
発
国
で

は
生
産
で
き
な
い
部
品
や
原
材
料
を
先

発
国
か
ら
輸
入
し
て
、
完
成
品
を
欧
米

諸
国
（
あ
る
い
は
先
発
国
）
に
輸
出
す

る
貿
易
構
造
が
発
達
し
た
の
で
あ
る
。

●
制
度
的
統
合
の
必
要
性

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
ア
ジ
ア
の
貿
易

構
造
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
東

ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
戦
略
は
曲
が

り
角
に
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
特
に

二
〇
〇
八
年
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
の
生
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
。
こ
れ
は
完
成
品
（
最
終
財
）
の
輸

出
先
を
欧
米
諸
国
な
ど
域
外
市
場
に
依

存
し
た
経
済
発
展
戦
略
の
限
界
を
露
呈

し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
拡
大
す
る
欧
米
諸
国
と
の
貿
易
不

均
衡
を
是
正
す
る
と
と
も
に
対
外
的
な

脆
弱
性
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
東
ア

ジ
ア
域
内
で
最
終
財
市
場
を
拡
大
し
、

域
外
市
場
に
対
す
る
依
存
度
を
低
下
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
時
に
Ｆ
Ｔ

Ａ
な
ど
の
制
度
的
統
合
を
進
め
て
、
最

終
財
の
貿
易
拡
大
を
妨
げ
て
き
た
関

税
、
非
関
税
障
壁
を
撤
廃
す
る
こ
と
が

不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。

　

制
度
的
統
合
は
、
域
内
市
場
の
統
一

の
み
な
ら
ず
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る

東
ア
ジ
ア
の
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効

率
性
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
で
あ

る
。
特
に
通
関
手
続
き
、
原
産
地
規

則
、
基
準
認
証
な
ど
の
物
流
円
滑
化
分

野
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
連
結
性
を

高
め
る
う
え
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
。
ま
た
輸
送
、
通
信
、
金
融
、
実
務

サ
ー
ビ
ス
な
ど
は
製
造
業
の
活
動
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
分
野
の
自
由
化
は
製
造
業
の
競
争
力

を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

東
ア
ジ
ア
の
制
度
的
統
合
は
事
実
上
の

統
合
を
代
替
す
る
も
の
で
は
な
く
、
補

完
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
。

●
制
度
的
統
合
の
進
捗
状
況

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
制
度
的
統
合
の
必
要
性
が

増
し
て
い
る
が
、
最
後
に
そ
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

東
南
ア
ジ
ア
で
は
一
九
六
七
年
に
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

が
反
共
を
掲
げ
て
結
成
さ
れ
た
が
、
冷

戦
終
結
後
に
組
織
の
性
格
は
変
わ
り
地

域
統
合
が
主
要
な
活
動
の
ひ
と
つ
と

な
っ
た
。
な
か
で
も
一
九
九
三
年
に
は

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
由
貿
易
地
域
（
Ａ
Ｆ
Ｔ

Ａ
）
が
発
効
し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
六
カ
国
の
域
内
関
税
が
ほ
ぼ

完
全
に
撤
廃
さ
れ
た
。
現
在
は
二
〇
一

五
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

経
済
共
同
体
（
Ａ
Ｅ
Ｃ
）
の
設
立
に
向

け
て
域
内
協
力
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最

中
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｃ
は
東
南
ア
ジ
ア
に

お
け
る
単
一
市
場
・
生
産
基
地
を
設
立

す
る
と
い
う
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て

お
り
、
地
域
統
合
を
進
め
る
う
え
で
大

き
な
求
心
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
は

必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
で
き
た
と
は
言

え
な
い
。
北
東
ア
ジ
ア
で
は
領
土
の
帰

属
を
め
ぐ
る
国
家
間
の
紛
争
や
歴
史
認

識
の
隔
た
り
な
ど
域
内
協
力
を
妨
げ
る

対
立
の
火
種
が
燻
っ
て
い
る
。
ま
た
外

資
依
存
型
の
経
済
発
展
を
遂
げ
て
き
た

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
は
異
な
り
、
北
東

ア
ジ
ア
諸
国
の
産
業
発
展
で
は
自
国
資

本
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
、
貿
易
・

産
業
構
造
も
類
似
し
て
い
る
た
め
、
競

合
関
係
が
強
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
二
〇
一
二
年
の
日
中
韓
首
脳
会

議
に
お
い
て
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
開

始
が
合
意
さ
れ
た
。
経
済
規
模
か
ら
考

え
る
と
、
東
ア
ジ
ア
統
合
の
中
心
的
役

割
を
果
た
す
べ
き
三
カ
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交

渉
が
よ
う
や
く
緒ち

ょ

に
就
い
た
の
で
あ
る
。

　

東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
国
間

Ｆ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
多
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
締

結
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
近
年
で
は
広

域
経
済
連
携
構
想
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
や
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
な
ど
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
重
点
が
移

り
つ
つ
あ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
カ
バ
ー
す
る

地
理
的
範
囲
と
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

重
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
利
用

効
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な

ど
水
準
の
高
い
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
広
ま
る
こ
と

に
よ
っ
て
東
ア
ジ
ア
統
合
が
新
た
な
段

階
に
入
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

（
く
ろ
い
わ　

い
く
お
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

《
注
》

本
特
集
号
は
二
〇
一
一
年
四
月
か
ら
二

〇
一
三
年
三
月
ま
で
実
施
さ
れ
た
「
東

ア
ジ
ア
経
済
統
合
と
そ
の
理
論
的
背

景
」
研
究
会
の
成
果
の
一
部
が
下
敷
き

に
な
っ
て
い
る
。
な
お
研
究
会
成
果
は

全
体
が
一
一
章
（
序
章
、
終
章
を
除

く
）
で
構
成
さ
れ
『
東
ア
ジ
ア
統
合
の

経
済
学
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
日
本
評

論
社
か
ら
近
日
出
版
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
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